
戊
辰
戦
争
期
の
二
本
松
藩
と
「
広
瀬
静
樹
家
文
書
」

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
二
十
二
日
の
鶴
ヶ
城
落
城

に
前
後
し
て
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
参
加
し
た
諸
藩
の
降
伏

が
相
次
ぎ
、
本
県
域
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
は
終
焉
を
迎
え

る
。

　

二
本
松
藩
少
参
事
（
知
事
・
大
参
事
・
権

ご
ん
の

大
参
事
に
次
ぐ

役
職
）
広
瀬
正
安
の
手
許
に
残
さ
れ
た
奥
右ゆ

う

筆ひ
つ

方
の
「
日
記
」

（
写
真
）
に
よ
れ
ば
、
二
本
松
藩
が
正
式
に
降
伏
嘆
願
書
を

提
出
し
た
の
は
、
明
治
改
元
の
翌
日
の
九
月
九
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
各
地
で
戦
闘
を
続
け
て
い
た
藩
士
た
ち
の

帰
国
が
進
み
、
武
装
解
除
が
行
な
わ
れ
て
い
く
。
た
と
え

ば
、
九
月
十
九
日
条
に
は
、
「
西
洋
小
銃
」
四
五
七
挺
・
「
和

小
銃
」
一
三
二
挺
・「
弓
」
五
十
張
・「
鑓や

り

」
三
十
五
筋
・「
長

刀
」
十
二
振
を
新
政
府
軍
に
「
上
納
」
し
た
と
い
う
記
載
が

み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
藩
主
の
丹
羽
長
国
は
二
本
松
城
下
の
大
隣
寺
に
謹

慎
し
、
改
め
て
新
政
府
か
ら
の
沙
汰
を
待
つ
こ
と
と
な
っ

た
。
最
終
的
に
は
新
藩
主
長
裕
の
も
と
で
の
存
続
が
認
め
ら

れ
た
も
の
の
、
日
記
に
は
、
領
内
が
他
藩
の
支
配
下
に
置
か

れ
る
（
九
月
二
十
六
日
条
）
な
ど
、
敗
戦
藩
を
取
り
巻
く
危

う
い
状
況
が
つ
ぶ
さ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
県
内
諸
藩
の
多
く
は
減
封
・
転
封
を
命

じ
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

正
安
ら
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
藩
と
い
う
存
在
そ
の

も
の
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
引
き
続
き
統
治
者
と
し
て
藩
の

再
建
と
領
内
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
石
高
が
半
減
し
、
多
く
の
人
材
が
戦
死
し
た
同
藩
に
と
っ

て
、
そ
の
道
の
り
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

「
広
瀬
静
樹
家
文
書
」
か
ら
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
二

本
松
藩
と
藩
士
た
ち
が
た
ど
っ
た
数
奇
な
運
命
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
戊
辰
一
五
〇
年
に
あ
た
り
、
改
め
て
注
目

を
い
た
だ
き
た
い
史
料
群
で
あ
る
。�

（
山
田 

英
明
）
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越
後
国
の
主
に
沿
岸
部
集
落
か
ら
働
き

に
出
た
「
越
後
大
工
」
は
、
東
北
・
北
関

東
等
で
民
家
・
寺
社
建
築
を
手
掛
け
、
近

世
・
近
代
期
に
活
躍
し
た
。
特
に
蒲
原
郡

五
ケ
浜
村
（
現
新
潟
県
新
潟
市
西
浦
区
）

の
「
五
ケ
浜
大
工
」
は
有
名
で
、
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
刊
『
越
後
土
産 
初
編
』

で
も
名
産
物
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
五
ケ
浜
大
工
の
名
棟
梁
、
阿
部
政

蔵
（
柾
蔵
）
に
関
す
る
史
料
に
注
目
し
た
。

　

阿
部
政
蔵
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

五
ケ
浜
村
に
生
ま
れ
、
江
戸
で
修
行
後
、

彫
刻
を
後
藤
源
治
に
学
び
、
弘
化
年
間
に

那
須
郡
馬ば

頭と
う

村
（
現
栃
木
県
那
珂
川
町
）

に
居
を
構
え
、
優
れ
た
技
巧
で
名
声
を
得

た
と
伝
わ
る
。
各
地
か
ら
彼
に
声
が
掛
か

る
中
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
伊
達

郡
長
倉
村
（
現
伊
達
市
）
名
主
伴
右
衛
門

が
、
焼
失
し
た
鎮
守
牛ご

ず頭
天て

ん
の
う
ぐ
う

王
宮
（
現
八

雲
神
社
）
拝
殿
造
営
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

安
政
四
年
五
月
「
覚
（
牛
頭
天
王
宮
拝

殿
再
建
）
」
（
庄
司
家
文
書
Ⅰ
三
三
三
四
）

は
、
依
頼
を
受
け
た
阿
部
政
蔵
が
伴
右
衛

門
へ
差
し
出
し
た
造
営
請
負
の
念
書
で
あ

る
。
手
付
金
十
両
を
受
け
取
る
旨
、
当
月

二
十
九
日
に
取
り
掛
か
り
来
年
五
月
に
完

成
さ
せ
る
旨
、
見
積
り
を
出
す
旨
が
記
さ

れ
て
お
り
、
見
積
り
明
細
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
「
組
立
方
」
は
、
平
六
間
半
×
妻

二
間
半
の
惣
樫
柱
造
、
外
側
は
二ふ

た

手て

先さ
き

斗と

栱
き
ょ
う

、
妻
虹こ

う

梁
り
ょ
う

に
菊
渦
彫
、
二
重
虹
梁
に
渦

若
葉
彫
、
屋
根
は
流

な
が
れ

破は

風ふ

、
鬼お

に
い
た板

・
箱
棟

等
の
仕
様
で
人
足
一
二
〇
〇
人
。
「
造
作

方
」
は
、
唐
戸
六
枚
折
、
格
子
戸
四
枚
、

羽
目
四
間
、
敷
居
・
鴨
居
・
長な

げ

し押
等
の
仕

様
で
人
足
三
七
三
人
。
「
彫
物
方
」
は
、

蟇
か
え
る

股ま
た

十
枚
、
獅
子
鼻
八
つ
、
欄
間
八
枚
、

母
屋
蟇
股
二
枚
の
仕
様
で
彫
費
二
十
七
両

余
。
総
計
は
金
八
十
三
両
余
で
、
扶
持
米

八
十
三
俵
余
と
栃と

ち
ぶ
き葺

料
十
両
位
等
を
加
除

し
て
い
る
。
見
積
り
か
ら
は
、
棟
梁
と
し

て
の
阿
部
政
藏
の
仕
事
ぶ
り
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
、
な
か
で
も
彫
物
は
阿
部
政

蔵
等
の
巧
者
が
担
当
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

造
営
費
は
長
倉
村
の
村
民
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
た
が
、
一
部
に
摺
上
川

の
揚
金
を
充
て
捻
出
さ
れ
た
。
予
定
通
り

牛
頭
天
王
宮
拝
殿
は
落
成
し
、
八
雲
神
社

献
額
絵
馬
に
は
当
時
の
拝
殿
の
様
子
が
伝

わ
る
。
村
民
は
そ
の
出
来
に
満
足
し
、
阿

部
政
蔵
の
腕
の
良
さ
を
認
め
た
と
み
ら

れ
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
は
同
村

の
福
源
寺
檀
家
が
、
同
寺
再
建
を
再
び
彼

に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
阿
部
政
蔵

は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
没
し
た
と
伝

わ
る
が
、
福
島
・
栃
木
・
新
潟
県
に
多
数

の
寺
社
建
築
を
遺
し
た
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
、
仙
台

国
分
町
十
九
軒
の
書
林
・
裳

し
ょ
う

華か

房ぼ
う

が
左
の

絵
図
を
出
版
し
た
。
絵
図
は
右
下
を
北
に

し
た
構
図
で
、
周
囲
の
黒
色
太
線
は
陸
奥

国
等
の
国
境
を
示
し
、
黄
色
小
判
に
郡
名

を
記
す
。
そ
の
表
記
か
ら
陸
奥
国
会
津
・

耶
麻
・
河
沼
・
大
沼
郡
、
同
国
信
夫
・
安
達
・

安
積
・
岩
瀬
郡
の
一
部
等
が
範
囲
で
、
戊

辰
戦
争
期
の
会
津
領
等
を
描
い
て
い
る
。

 

凡
例
は
無
い
が
、
朱
色
四
角
は
政
庁
や

城
を
示
し
、「
若
松
「
猪
苗
代
」「
福
島
」「
白

川
」
「
米
沢
」
「
新し

ば

た

發
田
」
等
を
表
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
朱
色
上
塗
り
破
線
は
街
道

で
、
若
松
か
ら
延
び
る
米
沢
・
土
湯
・
二

本
松
・
白
河
・
下
野
・
沼
田
・
越
後
街
道

に
加
え
、
奥
州
街
道
や
六
十
里
越
・
八
十

里
越
も
描
い
て
い
る
。
街
道
沿
い
に
は
宿

駅
・
集
落
名
が
記
載
さ
れ
、
周
囲
に
「
岳

ノ
湯
」
「
甲か

子し

湯
」
や
「
古
城
（
白
岩
城

ま
た
は
長
沼
城
）
」
、「
土
津
社
」
、「
柳
津
（
円

蔵
寺
等
）
」
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
白
河

街
道
沿
い
の
み
詳
細
な
里
程
を
、
檜
原
・

壺つ
ぼ

下
お
ろ
し

・
三み

よ代
・
赤
谷
（
現
北
塩
原
村
・
猪

苗
代
町
・
郡
山
市
・
新
潟
県
新
発
田
市
）

の
み
会
津
藩
口
留
番
所
の
表
示
が
あ
る
。

 

そ
し
て
、
川
・
湖
に
は
青
色
を
用
い
、

阿
賀
野
川
・
阿
武
隈
川
水
系
が
描
か
れ
、

前
者
は
「
忠
見
川
（
只
見
川
）
」
「
小
セ
沼

（
尾
瀬
沼
）
」
「
ツ
ル
沼
川
」
「
猪
苗
代
湖
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
に
は
緑

色
を
用
い
、
「
飯
豊
山
」
「
磐
梯
山
」
「
高

ソ
子
（
高
曽
根
山
）
」
「
西
ア
ヅ
マ
」
「
布

引
山
」「
高
原
峠
」「
火
打
岳
」「
御
神
樂
岳
」

等
の
情
報
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
情
報
や
位
置
関
係
等
の
表
現
方

法
は
、
「
道
中
案
内
図
」
と
明
ら
か
に
異

な
り
、
「
国
絵
図
」
や
『
国
郡
全
図
』
に

近
い
。
ま
た
、
会
津
領
に
加
え
奥
州
街
道

筋
を
描
く
点
や
、
前
述
の
口
留
番
所
・
白

河
街
道
の
情
報
は
特
徴
的
で
、
こ
こ
に
時

代
背
景
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
出
版
当
時
、

仙
台
藩
は
奥
羽
鎮
撫
総
督
（
新
政
府
軍
）

の
命
に
応
じ
、
会
津
藩
と
土
湯
で
対
峙
し

た
時
期
で
あ
る
。
仙
台
城
下
の
大
手
書

林
・
裳
華
房
は
、
藩
の
情
勢
と
庶
民
の
会

津
へ
の
関
心
を
意
識
し
た
上
で
、
新
政
府

軍
・
会
津
藩
の
行
軍
ル
ー
ト
と
予
測
さ
れ

る
、
奥
州
・
白
河
街
道
筋
等
や
拠
点
に
注

目
し
、
詳
細
な
情
報
を
描
き
込
ん
で
頒
布

し
た
の
で
あ
ろ
う
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

越
後
「
五ご

ケか

浜は

ま

大
工
」

　
　
　
　

阿
部
政
蔵
の
足
跡
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〔会 津 領 并 奥 州 街 道 筋 絵 図〕（個 人 蔵）

戊
辰
戦
争
期
の
会
津
領
絵
図
と

　
　
　
　
　
　

会
津
へ
の
関
心

覚 （牛 頭 天 王 宮
拝 殿 再 建、 彫 物
方 部 分）



　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
閏
四
月
十
九

日
夜
、
長
州
藩
士
で
奥
羽
鎮
撫
総
督
府
参

謀
の
世
良
修
蔵
は
宿
所
の
福
島
城
下
金
沢

屋
に
お
い
て
仙
台
藩
士
ら
に
急
襲
さ
れ
、

捕
ら
え
ら
れ
た
。
世
良
は
客か

く

自じ

軒け
ん

の
庭
で

取
り
調
べ
を
受
け
、
二
十
日
に
は
阿
武
隈

川
畔
で
処
刑
さ
れ
た
。
こ
れ
が
一
因
と
な

り
、
東
北
の
戊
辰
戦
争
が
非
和
解
的
な
も

の
に
突
き
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
の
舞
台
と
な
っ

た
福
島
町
十
四
町
目
の
金
沢
屋
主
人
斎
藤

浅
之
助
の
具
体
的
な
証
言
が
、
『
殉
国
者

調
書
』
と
い
う
福
島
県
の
公
文
書
の
な
か

に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
七
月
一
日
付
で
斎
藤
か
ら

旧
福
島
県
参
事
山
吉
盛
典
に
出
さ
れ
た
も

の
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
元
年
三
月
に
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
条

道
孝
が
会
津
征
討
を
命
じ
、
私
の
金
沢
屋

も
次
第
に
各
藩
か
ら
宿
陣
を
仰
せ
付
け
ら

れ
、
閏
四
月
十
日
頃
に
副
総
督
の
醍
醐
忠た

だ

敬ゆ
き

や
世
良
修
蔵
な
ど
が
宿
陣
し
ま
し
た
。

間
も
な
く
彼
ら
は
安
達
郡
本
宮
付
近
へ
出

発
し
、
十
九
日
の
五
時
に
世
良
と
長
州
藩

士
勝
見
善
太
郎
が
引
き
上
げ
て
き
て
、
再

び
手
前
ど
も
の
金
沢
屋
へ
宿
泊
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
夜
の
十
時
頃
だ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
仙
台
藩
士
た
ち
が
大
勢
押
し

入
っ
て
大
変
な
騒
動
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
幼
か
っ
た
た
め
、
祖
母
を
含
め
て
家

中
の
者
を
引
き
連
れ
て
隣
の
家
へ
逃
げ
去

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
の
こ
と
は
存
じ

上
げ
ま
せ
ん
。
漸
く
夜
明
け
頃
に
な
っ
て

皆
で
戻
っ
て
み
る
と
、
座
敷
や
二
階
は
散

乱
し
て
い
て
、
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
し
ず
つ
他
の
人
に
様
子
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
二
十
日
の
朝
に
は
世
良
と
勝
見
は
殺

害
さ
れ
、
そ
の
亡
骸
は
腰
浜
村
下
川
原
に

あ
り
ま
し
た
が
、
私
ど
も
が
手
を
付
け
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
た

だ
最
寄
り
の
寺
で
仏
事
を
営
み
、
位
牌
は

密
か
に
持
仏
堂
へ
安
置
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
秋
に
は
戊
辰
戦
争
も
終
結
し
、
世
良

の
身
内
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
香
典

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
よ

り
今
後
の
祭
祀
料
と
し
て
金
百
円
を
下
賜

さ
れ
ま
し
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月

十
五
日
の
磐
梯
山
噴
火
の
報
に
接
し
た
在

京
の
会
津
人
山
川
浩
・
高
嶺
秀
夫
・
三
橋

勝
到
・
赤
羽
友
春
・
入
江
惟
一
郎
ら
五
人

が
発
起
人
と
な
り
、
七
月
二
十
五
日
付
「
東

京
日
日
新
聞
」
紙
上
な
ど
数
回
に
わ
た
っ

て
「
告
会
津
人
」
と
題
し
た
義
捐
金
募
集

の
広
告
を
載
せ
た
。

　

こ
れ
に
直
接
関
係
す
る
史
料
が
、
『
磐

梯
山
噴
火
義
捐
金
』
と
い
う
福
島
県
の
公

文
書
の
な
か
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
史

料
は
、
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
同
年
十
二
月

二
十
七
日
付
の
達
筆
な
手
紙
で
、
差
し
出

し
人
は
「
告
会
津
人
」
に
名
を
連
ね
て
い

た
山
川
浩
ら
五
人
で
あ
る
。
山
川
ら
は
、

新
聞
紙
上
で
募
っ
た
義
捐
金
三
百
九
十
一

円
三
十
八
銭
（
三
井
銀
行
為
替
券
）
に
義

捐
者
名
簿
二
冊
を
添
え
、
福
島
県
書
記
官

永
峰
彌
吉
を
通
し
て
福
島
県
へ
寄
付
を
申

し
入
れ
て
い
る
。
当
時
の
山
川
は
東
京
高

等
師
範
学
校
長
で
、
高
嶺
は
山
川
を
補
佐

す
る
同
校
の
教
頭
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
義
捐
金
に
対
す
る
福
島
県
知
事
山

田
信
道
の
丁
寧
な
礼
状
は
、
起
案
・
決
裁

を
経
て
明
治
二
十
二
年
正
月
九
日
付
け
で

出
さ
れ
て
い
る
。

　

義
捐
者
名
簿
は
、
甲
と
乙
の
二
冊
か
ら

な
り
、
甲
に
は
会
津
地
方
ゆ
か
り
の
人
々

四
百
七
十
一
名
が
載
せ
ら
れ
、
義
捐
金

三
百
二
十
八
円
七
十
八
銭
の
内
訳
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
に
は
子
爵
井
上
英

之
ほ
か
東
京
高
等
師
範
学
校
寄
宿
生
な
ど

会
津
人
以
外
の
四
十
一
名
が
記
さ
れ
、
義

捐
金
六
十
二
円
六
十
銭
の
明
細
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
山
川
ら
の
要
請
を
う
け
、
福

島
県
は
会
津
人
以
外
の
人
々
に
対
し
て
は

一
人
ず
つ
領
収
証
を
発
行
し
た
。

　

義
捐
者
名
簿
に
は
、
山
川
健
次
郎
・
広

沢
安や

す

任と
う

・
秋
月
胤か

ず
ひ
さ永

（
悌
次
郎
）
・
南
摩

綱
紀
・
海
老
名
季
昌
ら
旧
会
津
藩
士
の
名

前
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
戊
辰
戦
争
か

ら
二
十
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
、
当
時
の

置
か
れ
た
境
遇
こ
そ
異
な
る
が
、
彼
ら
は

い
ま
故
郷
会
津
に
で
き
る
こ
と
を
な
し
た

の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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明 治 9 年 7 月 1 日 付 斎 藤 浅 之 助 書 状
（明 治 ・ 大 正 期 の 福 島 県 庁 文 書 1707）

山
川
浩
が
取
り
ま
と
め
た

　
　

磐
梯
山
噴
火
の
義ぎ

捐え

ん

金き

ん

県
庁
文
書
に
記
さ
れ
た

　
　

世
良
修
蔵
暗
殺
の
顛
末

明 治 21 年 12 月 27 日 付 山 川 浩 等 連 署 書 状
（部 分、 明 治 ・ 大 正 期 の 福 島 県 庁 文 書 1515）



　

ヒ
メ
マ
ス
は
、
ベ
ニ
サ
ケ
の
陸
封
型
の

魚
で
、
日
本
で
は
北
海
道
の
阿
寒
湖
・
チ

ミ
ケ
ッ
プ
湖
に
野
生
種
が
生
息
し
て
お

り
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
阿

寒
湖
か
ら
支
笏
湖
に
移
植
さ
れ
て
以
降
、

全
国
各
地
の
湖
に
移
植
さ
れ
て
き
た
。
福

島
県
で
は
、
大
正
時
代
初
め
か
ら
、
猪
苗

湖
・
桧
原
湖
・
秋
元
湖
・
沼
沢
湖
（
当
時

は
沼
沢
沼
と
も
呼
称
）
等
に
移
植
が
試
み

ら
れ
た
が
、
移
植
が
成
功
し
、
現
在
で
も

水
産
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は

金
山
町
沼
沢
湖
の
み
で
あ
る
。

　

当
館
収
蔵
の
『
水
産　

免
許
漁
業　

漁

業
組
合　

水
産
試
験
場
』
（
明
治
・
大
正

期
の
福
島
県
庁
文
書
三
〇
二
四
）
に
、
沼

沢
湖
へ
の
ヒ
メ
マ
ス
の
移
植
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
の
で
ご
紹
介
し
た
い
。

 

移
植
は
、
福
島
県
水
産
試
験
場
の
大
正

四
年
度
養
殖
試
験
事
業
の
一
部
で
あ
る
鱒

児
放
流
経
済
試
験
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

試
験
に
は
、
土
湯
村
土
湯
養
魚
社
と
沼
澤

村
沼
澤
鱒
養
殖
組
合
の
二
団
体
が
選
ば

れ
、
沼
澤
鱒
養
殖
組
合
に
は
米
国
産
ニ
ジ

マ
ス
卵
五
千
粒
・
秋
田
県
十
和
田
湖
産
マ

ス
卵
十
万
粒
が
配
付
さ
れ
た
。
こ
の
組
合

は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
マ
ス

の
養
殖
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
大
正
三
年

に
放
流
し
た
北
海
道
西
別
川
産
マ
ス
の
一

部
八
百
尾
余
り
が
、
翌
年
に
孵
化
場
付
近

に
遡
上
し
、
十
五
万
粒
の
卵
が
得
ら
れ
た

と
の
記
載
が
あ
る
。

　

大
正
二
年
に
北
海
道
西
別
川
の
虹
別
事

業
所
か
ら
福
島
県
に
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
の

発
眼
卵
五
十
万
粒
が
送
付
さ
れ
た
文
書

が
、
現
在
も
北
海
道
に
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
（
野
川
秀
樹
「
さ
け
ま
す
人
工
孵

化
放
流
に
関
す
る
古
文
書
の
紹
介
（
２
）
」

S
A
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情
報 

N
o
.
 
1
0
 

二
〇
一
六
）
、
養

殖
開
始
時
の
魚
は
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
十
和
田
湖
産
マ
ス
に

つ
い
て
は
、
当
時
の
養
殖
実
績
か
ら
ヒ
メ

マ
ス
と
推
定
で
き
る
。

　

明
治
十
年
以
降
、
米
国
産
の
ニ
ジ
マ
ス

等
マ
ス
類
の
移
植
事
業
が
、
内
水
面
漁
業

資
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
国
の
指
導

に
よ
り
各
地
の
自
治
体
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
た
。
生
息
環
境
に
適
し
た
沼
沢
湖
な

ど
の
湖
に
は
、
百
年
後
の
現
在
で
も
、
移

植
さ
れ
た
魚
た
ち
が
累
々
と
息
づ
い
て
い

る
。　
　
　
　
　

�

（
藤
谷　

誠
）

一
、
展
示
公
開

戊
辰
百
五
十
年
「
村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
」　

　

当
館
収
蔵
資
料
の
中
か
ら
、
戊
辰
戦
争

に
関
す
る
史
料
を
展
示
し
、
地
域
社
会
の

人
々
が
戊
辰
戦
争
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

た
の
か
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
十
九
日
（
日
）
ま
で

【
解
説
会
】
七
月
二
十
八
日
（
土
）
、
八
月

十
八
日
（
土
）
。
午
後
一
時
か
ら
。

只
見
線
復
旧
応
援

　
　
　
　
　

「
奥
会
津
の
古
文
書
」
（
仮
）

　

三
島
町
・
昭
和
村
の
古
文
書
の
中
か

ら
、
村
絵
図
、
巡
見
使
、
検
地
帳
、
地

誌
、
漆
、
蝋
、
農
書
、
災
害
、
交
通
、
寺

社
、
戊
辰
戦
争
な
ど
に
関
す
る
史
料
を
展

示
し
、
山
村
の
生
活
実
態
を
見
て
い
き
ま

す
。

【
会
期
】
九
月
八
日
（
土
）
～
十
二
月

二
十
四
日
（
月
）

【
解
説
会
】
九
月
十
五
日
（
土
）
、
十
月

二
十
日
（
土
）
、
十
一
月
十
七
日
（
土
）
、

十
二
月
十
五
日
（
土
）
。
午
後
一
時
か
ら
。

「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
四
十
九
集
に
収
録
さ
れ
た
「
森
山

区
有
文
書
」
等
の
中
か
ら
代
表
的
史
料
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
平
成
三
十
一
年
一
月
十
九
日

（
土
）
～
三
月
二
十
四
日
（
日
）

【
解
説
会
】
一
月
二
十
六
日
（
土
）
、
二
月

十
六
日
（
土
）
、
三
月
十
六
日
（
土
）
。
午

後
一
時
か
ら
。

歴
史
資
料
館
移
動
展

　
　
　
　
　

 
 

「
村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
」

【
会
場
】
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
会
期
】
十
一
月
二
日
（
金
）
～
十
二
月

五
日
（
水
）
（
予
定
）　

二
、
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

　

日
本
の
歴
史
や
風
土
、
民
俗
芸
能
、
伝

統
文
化
に
関
す
る
記
録
映
画
を
上
映
し
ま

す
。
参
加
費
無
料
、
申
込
み
不
要
で
す
。

【
会
場
・
時
間
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

文
化
セ
ン
タ
ー
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
視

聴
覚
室
。
各
回
と
も
午
後
一
時
よ
り
。

第
二
回
上
映
会　

八
月
二
十
五
日
（
土
）

「
蒔
絵　

室
瀬
和
美　

時
を
超
え
る
美
」
、

「
埼
玉
の
戦
国
城
館
跡
」
、
「
富
岡
の
唐
傘

行
灯
花
火
」

第
三
回
上
映
会　

十
月
二
十
七
日
（
土
）

「
春
よ
来
い
」
、
「
加
賀
藩
史
料
の
宝
庫
」
、

「
森
の
く
ら
し
第
十
五
章　

漆
蝋
」
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平
成
三
十
年
度
行
事
予
定

  

（
平
成
三
十
年
七
月
～
平
成
三
十
一
年
三
月
）

沼
沢
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
、

　
　
　
　
　

大
正
期
の
移
植「福 島 県 水 産 試 験 場 鱒 児 放 流 経 済 試 験」

（明 治 ・ 大 正 期 の 福 島 県 庁 文 書 3024）


